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歳　出

歳　入

平成22年度 わが町の家計簿わが町の家計簿わが町の家計簿
普通会計

　平成22年度の決算がまとまり、９月議会に提出しました。
　本町の財政は、町税等の自主財源が少なく、国や県などに依存
している財政構造となっております。
　主要事業としては、前年度から引き続き国の施策である地域活
性化交付金事業を活用し、町内４小学校及び中学校の耐震・大規
模改修工事を行い教育施設の整備を図ることが出来ました。その
ほか、防災対策として消防自動車を購入し、J-ALART（全国瞬時
警報）システムの整備事業及び神宅・東光団地改修工事など町の
重点事業を行うことが出来ました。
　しかし、経常的経費の大幅な減少は望めず、財政の硬直化は避
けられない状況であり、平成23年度以降においてもこれまで以上
に行財政改革を推進し財政の健全化に向けた取り組みを推進して
まいります。

約91,000円の町税を納めて頂き、約379,000円

の支出をし、その内訳は次のとおりです。

町 民 １ 人 当 り

※普通会計とは、一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別会計とを合せたもので、地方財政状況調査（決算統計）の分類に添ったものです。

（※平成23年３月末住民基本台帳登録人口12,929人で算定）

歳入 53億8,806万円　歳出 48億9,978万円

民生費
1,405,851千円

28.7％

総務費
863,607千円

17.6％

公債費
533,610千円

10.9％

土木費
393,701千円

8.0％

教育費
725,011千円

14.8％

衛生費
487,319千円

9.9％

農林水産業費
178,832千円

3.7％

消防費
224,511千円

4.6％

議会費
73,948千円

1.5％

商工費
5,509千円

0.1％

労働費
7,889千円

0.2％

自
主
財
源

依
存
財
源

町税
使用料
手数料
財産収入
繰入金
繰越金
分担金・負担金・寄付金
諸収入

地方譲与税
交付税
交付金
国庫支出金
県支出金
地方債 37.9％

62.1％

地方交付税
1,676,772千円

31.1％

町　税
1,175,403千円

21.8％

地方債
342,124千円

6.4％

繰入金
38,553千円

0.7％

県支出金
295,722千円

5.5％

国庫支出金
794,438千円

14.7％

繰越金
560,052千円

10.4％

使用料・手数料
159,722千円

3.0％

その他
345,276千円

6.4％

歳　入

民 生 費

総 務 費

農林水産業費

消 防 費

議 会 費

労 働 費

108,700円

66,800円

13,800円

17,400円

5,700円

600円

公 債 費

教 育 費

土 木 費

衛 生 費

商 工 費

計

41,300円

56,100円

30,500円

37,700円

400円

379,000円

人件費
795,000千円

16.2％

公債費
533,610千円

10.9％

　　扶助費
530,719千円

10.8％

物件費
534,062千円

10.9％

補助費
599,388千円

12.3％

普通建設
事業費

　769,862千円
　15.7％

歳出の
性質別内訳

維持修繕費
45,237千円

0.9％

積立金
499,276千円

10.2％

　繰出金　
592,634千円

　12.1％

義

務

的

経

費

投 資 的 経
費

費

経

の

他

の

そ
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　歳入合計は、１億１３０３万７千円、歳出合計は１億１０２４

万２千円となっています。

　その内訳は図のとおりで、歳入歳出差引残額２７９万５千円

が、平成２３年度へ繰越となりました。

　将来にわたり国民皆保険を守り、家族や社会のために長年

尽くされた高齢者の方々が安心して医療を受け続けられる

ようにするため、若い世代も含めてみんなが納得して支え合

う長寿医療制度が平成２０年４月より導入されました。

　医療にかかる費用のうち、窓口負担を除いた分を公費で５

割、若い世代の保険料で４割、高齢者の保険料で１割という

負担割合で運営しています。

　この制度は、県内全ての市町村が加入する徳島県後期高齢

者医療広域連合が運営主体（保険者）となり、市町村と連携

して事務を行っています。

　申請や届け出の受付は役場福祉保健課で行っております。

後期高齢特別会計

（単位：千円）♦歳入の部 

 割      合金       額項　　　　目

１６.２％１９２,２５０保 険 料

２５.０％２９５,７１１支 払 基 金 交 付 金

２２.１％２６１,３９０国 庫 支 出 金

１２.７％１５０,７２６県 支 出 金

１２.９％１５２,０６９繰 入 金

１１.１％１３１,３１３繰 越 金
０.０％

（０.００４％）５１そ の 他

１００％１,１８３,５１０合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

 割      合金       額項　　　　目

９２.６％９７９,６３６保 険 給 付 費

１.７％１７,６６７総 務 費

５.７％６０,３８１そ の 他

１００％１,０５７,６８４合 計

♦保険給付状況（６５才以上人口３,２３０人、要介護・支援認定者数６７４人）

合　　計施　　設在　　宅

６,１５３１,６７１４,４８２延 べ 利 用 人 数（人）

１００.０％２７.２％７２.８％構　　　成　　　比（％）

１,１９３,５８０３２４,１４７８６９,４３３審査支払い手数料（円）

９７９,６３６,３２５４８８,５３９,４２５４９１,０９６,９００支 給 総 額（円）

１００.０％４９.９％５０.１％構　　　成　　　比（％）

１５９,２１３２９２,３６４１０９,５７１１人当たりの支給額（円）

　歳入合計は、１１億８,３５１万円、歳出合計は１０億５,７６８万４千円となっ
ています。
　その内訳は図のとおりで、歳入歳出差引残額１億２５８万６千円が、平成
２３年度へ繰越となりました。

（単位：千円）♦歳入の部 

割　合金　額項　　　目

６５.１０％７２,９０９保 険 料

３１.９０％３５,２１９繰 入 金

２.９０％４,７６５繰 越 金

０.１０％１４４
使用料及び手
数料・その他

１００％１１３,０３７合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

割　合金　額項　　　目

０.５％５８３総 務 費

９９.４％１０９,５３８
後期高齢者医療
広域連合納付金

０.１％１２１そ の 他

１００％１１０,２４２合 計

歳入の部 歳出の部

支払基金
交付金
25.0％

国庫支出金
22.1％

県支出金
12.7％

保険料
16.2％

繰越金
  11.1％

繰入金
12.9％

保険給付費
92.6％

総務費
1.7％

その他　5.7％その他
　　0.1％未満

歳入の部 歳出の部

保険料
65.1％

繰入金
31.9％

繰越金
2.9％

後期高齢者
医療広域連合

納付金
99.4％

総務費　0.5％
その他　0.1％

使用料及び手数料・
その他　0.1％

介護保険特別会計

被保険者数 １,８３６人

一人当たり保険料 ３９,７１１円

総医療費 １,４８０,８７３千円

一人当たり医療費 ８０６,５７６円　

　健康保険法等の一部を改正する法律により、平成２０年４月１日から

老人保険制度に代わり、新たに後期高齢者医療制度が施行されました。

それに伴い老人保健特別会計を３年間引き続き設けることとされてお

りましたが、平成２３年３月３１日をもって廃止することとなりました。

老人保健特別会計
歳入の部 歳出の部

国庫負担金　3.5％

償還金
0.8％

一般会計
繰出金
94.6％

医療諸費
4.6％

支払基金交付金　0.3％

繰越金
94.6％

県支出金　0.8％

一般会計繰入金
　　0.8％

　歳入合計は、３７万２千円、歳出合計は３７万２千円となっています。

（単位：千円）♦歳入の部 

割　合金　額項　　　目

０.３％１支払基金交付金

３.５％１３国 庫 負 担 金

０.８％３県 支 出 金

０.８％３一般会計繰入金

９４.６％３５２繰 越 金

１００％３７２合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

割　合金　額項　　　目

４.６％１７医 療 諸 費

０.８％３償 還 金

９４.６％３５２一般会計繰出金

１００％３７２合 計



第１７１号（5）　平成２３年１０月１日

　平成２２年度の国民健康保険特別会計の決算状

況をお知らせします。

　年度末の加入世帯１,７６５世帯、加入者数３,２８５

人です。

　決算状況とは保険加入者が納付した保険税や国

県の交付金などの歳入や医療給付費や他保険への

支援金などの歳出の状況のことです。

　平成２２年度では、歳入１４億９,５９８万６千円に

対し、歳出は１３億５,８６７万６千円であったため、

差額の１億３,７３１万円を繰越しました。

　平成２２年度決算においては、病院等へ支払う保

険給付費（医療にかかった費用の７−９割）の総

額が、国民健康保険加入者の皆様より納付いただ

いた国民健康保険税の約３.５倍になっている状況

です。

　また、医療機関等への支払いをおこなうために、

一般会計からの法定外繰入金と国民健康保険財政

調整基金を全額取り崩して賄いました。

１人当たり割　合金　　　額項　　　目

１６３,７３５３６.０％５３７,８６８国 ・ 県 支 出 金

歳
　
　
　
　
　
　
入

８２,１８６１８.１％２６９,９８２繰 入 金

７７,９６５１７.１％２５６,１１６国 保 税

３２,４４１７.１％１０６,５７０療養給付費交付金

３１,６１０６.９％１０３,８３９前期高齢者交付金

３,９５２０.９％１２,９８２繰 越 金

６３,５１０１３.９％２０８,６２９そ の 他 収 入

４５５,３９９１００％１,４９５,９８６計

２７６,５３７６６.９％９０８,４２５保 険 給 付 費

歳
　
　
　
　
　
　
出

４１,５６３１０.０％１３６,５３３後期高齢者支援金等

２１,４４３５.２％７０,４３９介 護 納 付 金

４,５４０１.１％１４,９１４総 務 費

３５３０.１％１,１６０老 人 保 健 拠 出 金

７２
０.０％

（０.０１％）
２３６前期高齢者納付金等

６９,０９３１６.７％２２６,９６９そ の 他 支 出

４１３,６００１００％１,３５８,６７６計

（単位：千円）　　　　　　　（単位：円）

水道事業収益

給水収益
96.4％

その他　0.2％
受託工事収益

3.4％

水道事業費用

総係費
27.7％

配水及び
給水費
11.7％

受託工事費
4.0％

減価償却費
28.6％

資産減耗費
0.1％未満

雑支出
0.1％未満

支払利息
13.5％

過年度損益修正損
0.2％

原水及び
浄水費　
14.3％　

資本的収入 資本的支出

建設改良費
7.0％

工事分担金
100％

企業債償還金
93.0％

水
道
事
業
決
算

水
道
事
業
決
算

水
道
事
業
決
算

尚、資本的支出額に不足する額１億２千３９１万９千円は内部留保資金、積立金の取崩しで補てんしております。

国保会計国 保会計

●資本的収入及び支出（税込み）

４,１０８資 本 的 収 入

４,１０８工 事 分 担 金

１２８,０２７資 本 的 支 出

８,８３３建 設 改 良 費

１１９,１９４企 業 債 償 還 金

　収入合計は２億２,０４７万７千円

　支出合計は１億７,９２２万９千円

収　益　的
収支決算額

　収入合計は　　　４１０万８千円

　支出合計は１億２,８０２万７千円

資　本　的
収支決算額

●収益的収入及び支出（税込み）

２２０,４７７水 道 事 業 収 益

２１２,２８８給 水 収 益

７,４４９受 託 工 事 収 益

５７９その他の営業収益

１２１受取利息及び配当金

０他 会 計 補 助 金

０雑 収 益

４０過年度損益修正益

１７９,２２９水 道 事 業 費 用

２５,５７９原 水 及 び 浄 水 費

２０,８８５配 水 及 び 給 水 費

７,１１０受 託 工 事 費

４９,７１９総 係 費

５１,３１８減 価 償 却 費

１０資 産 減 耗 費

２４,２０５支 払 利 息

８９雑 支 出

３１４過年度損益修正損

（単位：千円）

本年度の企業債償還金は、補償

金免除繰上げ債還金６千６６６万

１千円が含まれております。



第１７１号 平成２３年１０月１日　（6）

※①標準的な職務内容とは、そ
れぞれの級に該当する代表
的な職務である。

　②一般行政職とは、「事務職」
や「技術職」のことを指し、

「企業職員」や「教育職」
は含まない。

　上板町の職員給与などの現状を町民の皆さんにお知らせします。

　職員の給与制度は国家公務員の給与制度に準じて、町の条例に

よって定められています。

（なお、ここに記載している給与は、すべて税や各種保険料を引く

前の額です。）

上上板板町町職職員員の給給与与等等を公公表表します
❻職員手当の状況 （平成２３年６月１日現在）

国上　板　町区　分

（支給割合）　期末手当　　　勤勉手当
　　６月期 １.２２５月分 ０.６７５月分
１２月期 １.３７５月分 ０.６７５月分
　　計 ２.６０月分 １.３５月分
※職制上の段階、職務の級等による加算措置有

（支給割合）　期末手当　　　勤勉手当
　　６月期 １.２２５月分 ０.６７５月分
１２月期 １.３７５月分 ０.６７５月分
　　計 ２.６０月分 １.３５月分
※職制上の段階、職務の級等による加算措置有

期末手当
勤勉手当

（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続２０年 ２３.５０月分 ３０.５５月分
勤続２５年 ３３.５０月分 ４１.３４月分
勤続３５年 ４７.５０月分 ５９.２８月分
最高限度額 ５９.２８月分 ５９.２８月分
※定年前早期退職特例措置有

（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続２０年 ２３.５０月分 ３０.５５月分
勤続２５年 ３３.５０月分 ４１.３４月分
勤続３５年 ４７.５０月分 ５９.２８月分
最高限度額 ５９.２８月分 ５９.２８月分
※定年前早期退職特例措置有

退職手当

主なもの　配偶者　　　月額 １３,０００円
　　　　　配偶者以外　月額 ６,５００円

主なもの　配偶者　　　月額 １３,０００円
　　　　　配偶者以外　月額 ６,５００円

扶養手当

持家　なし

借家　家賃の額に応じて支給
　　　最高月額２７,０００円

持家　月額２,５００円
※新築又は購入した日から起算して５年

を経過するまでの間支給

借家　家賃の額に応じて支給
　　　最高月額２７,０００円

住居手当

通勤距離２㎞〜５㎞未満　月額２,０００円
５㎞以上は距離に応じ支給

通勤距離２㎞〜５㎞未満　月額２,０００円
５㎞以上は距離に応じ支給

通勤手当

８,３８８,３６６円支 給 総 額
（平成２２年度）

時 間 外
勤務手当

保育士及び幼
稚園教諭

支給対象職員

調整手当
１５５,３４０円

支給対象職員１
人あたり平均支
給額（平成２２年度）

給料月額の
２％

支　　給　　率

月額
２８,６００円〜

４９,５００円

管理または監督
の地位にある職
員に支給

管理職
手　当

７１,１８４円
支給対象職員１
人あたり平均支
給額（平成２２年度）

❼特別職の報酬等の状況 （平成２３年６月１日現在）

期末手当（支給割合）給料及び報酬（月額）区分期末手当（支給割合）給料及び報酬（月額）区分

６月期０.９５月分
１２月期１.６０月分

合計　２.５５月分

２９９,０００円
２４９,２００円
１９９,３００円

議　長
副議長
議　員

６月期１.４０月分
１２月期１.５５月分

合計　２.９５月分

５９０,４００円
５６０,８８０円
５１８,８９０円

町　長
副町長
教育長

※平成２２年度の町長、副町長及び教育長の給料月額について、町長２０％、副町
長５％、教育長５％を減額している。

❽部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

職　　　員　　　数（人）
区　分

平成２３年平成２２年平成２１年平成２０年平成１９年平成１８年

２
１５
９
７
８

２８
１１

２
１５
９
６
８

２８
１１

２
１５
９
６
９

３０
１２

２
１７
１３
７
８

３３
１３

２
１８
１２
７

１０
３６
１３

２
２２
７
７
９

４１
１４

議　会
総　務
税　務
農　林
土　木
民　生
衛　生

一

般

行

政

８０７９８３９３９８１０２小　計

２２２２２２１９２０１９教　育特
別
行
政 ２２２２２２１９２０１９小　計

５
８

５
８

６
８

６
７

６
６

６
６

水　道
その他

公
営
企
業
等 １３１３１４１３１２１２小　計

１１５１１４１１９１２５１３０１３３合　 計

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員等を含み、臨時・嘱託及び非常勤職員を除いている。

平成２２年度農業集落排水事業特別会計決算についてお知らせします。

歳入合計４.３５７万７千円、歳出合計３,５１２万８千円となっており内訳は下記

のとおりで歳入歳出差引残額８４４万９千円が、平成２３年度へ繰越となります。

（単位：千円）♦歳入の部 

金　　額項　　目

４５０分 担 金

８,４２４使 用 料

７手 数 料

３０,２１１繰 入 金

４,４８３繰 越 金

１諸 収 入

４３,５７６合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

金　　額項　　目

１８７一 般 管 理 費

８,８１８施 設 管 理 費

１９,１６０償還金（元金）

６,９６３償還金(利子）

３５,１２８合 計

歳入の部 歳出の部
分担金
1.0％

手数料
0.1％未満

使用料
19.3％ 施設管理費

25.1％

償還金
（元金）
54.5％

償還金
（利子）
19.8％

一般管理費
0.5％

諸収入
0.1％未満

繰入金
69.3％

繰越金
　10.3％

農業集落排水事業会計農業集落排水事業会計

❺一般行政職の級別職員数の状況 （平成２３年４月１日現在）

４級３級２級１級

課長補佐及び主査
並びにこの相当職

主査及び係長並
びにこの相当職

主 事 及 び
こ の 相 当 職

主 事 及 び 主 事 補
並びにこの相当職

標 準 的 な
職 務 内 容

１４人１６人１１人６人職　員　数

２１.０％２５.０％１７.０％９.２％構　成　比

合　計６級５級

理事及び課長並
びにこの相当職

主幹及び課長補佐
並びにこの相当職

６５人１１人７人

１００.０%１６.８％１１.０％

❷職員給与費の状況（普通会計決算）

１人当たり
の 給 与 費
（Ｂ／Ａ）

給　与　費　額普通会計
職 員 数
（Ａ）

区　分
　　計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　料

千円

５,３３９
千円

５３９,２２９
千円

１２８,９０４
千円

４６,２８２
千円

３６４,０４３１０１人２２年度

※職員手当には、退職手当を含まない。

❸職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成２３年４月１日現在）

平　均　年　齢平 均 給 料 月 額

４２.５歳月一般行政職　　３,１７５百円

５３.１歳月技能労務職　　３,３４３百円

❹職員の初任給の状況 （平成２３年４月１日現在）

一般行政職

国上　　板　　町

初　任　給区　　　分初　任　給区　　　分

１７２,２００円大　学　卒１７２,２００円大　学　卒

１４０,１００円高　校　卒１４０,１００円高　校　卒

❶人件費の状況（普通会計決算）

前年度の人件費率人件費率（Ｂ／Ａ）人件費（B）歳出額（A）住民基本台帳人口区　分

１８.１％１６.２％
千円　

７９５,０００
千円　

４,８９９,７８８
平成２３.３.３１現在

１２,９２９人２２年度

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。



第１７１号（7）　平成２３年１０月１日

　

去
る
、
八
月
十
五
日
に
平
成
二

十
三
年
度
の
上
板
町
戦
没
者
追
悼

式
が
大
山
・
高
志
・
松
島
地
区
の

忠
魂
碑
前
に
て
、
上
板
町
・
町
遺

族
会
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
、
納
田
伸
春
町
長
・
正
木 
遺

族
会
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
多
数

の
遺
族
関
係
者
が
、
出
席
し
て
厳

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
が
献
花
を
行
い
追
悼
の
こ

と
ば
を
読
み
上
げ
、
続
い
て
遺
族

会
会
長
が
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
全
員
で
正
午
に
一
分
間
の

黙
祷
を
行
い
、
戦
没
者
の
ご
冥
福

と
日
本
の
恒
久
平
和
を
祈
り
、
式

は
終
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
九
日
付
け
で
、

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
度
の
伝
達
式
は
、
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
六
月
二
十
四
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
上
板
町
収
入
役
と
し
て
平
成
八
年
四
月
に
就
任
以
来
、
平

成
十
六
年
三
月
ま
で
の
永
き
に
亘
り
、
本
町
の
発
展
及
び
住
民
福
祉

の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、

今
回
の
栄
え
あ
る
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

氏
の
受
章
を
称
え
る
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

松　

浦　

康　

彦　

氏

高齢者福祉功労
県知事表彰

　

台
風
十
二
号
で
中
止
に
な
っ
た

第
四
十
二
回
徳
島
県
敬
老
県
民
の

つ
ど
い
の
表
彰
伝
達
式
が
、
九
月

五
日
︵
月
︶廣
瀬
氏
の
ご
自
宅
で
知

事
の
代
理
の
方
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

廣
瀬
氏
は
、
上
板
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
長
を
歴
任
さ
れ
、

ま
た
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
廣
瀬
氏
の
表
彰
を
称
え
る
と
と

も
に
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

廣　

瀬　

郁　

夫　

氏

　

宮
城
県
南
三
陸
町
へ
上
板

町
か
ら
第
三
次
派
遣
職
員
と

し
て
環
境
保
全
課
板
東
浩
一

主
事
と
水
道
課
村
上
泰
唯
主

事
が
、
七
月
十
三
日
か
ら
七

月
二
十
三
日
ま
で
の
十
一
日

間
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
現
地

で
は
高
架
水
槽
へ
の
給
水
作

業
、
物
資
の
搬
出
作
業
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

上板町派遣職員報告

　

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
付
け
で
、
瑞

宝
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
か
ら
昭
和
五

十
八
年
四
月
ま
で
、
町
内
外
の
小
学
校
長

を
就
任
、
昭
和
六
十
年
二
月
か
ら
平
成
元
年
二
月
ま
で
、
町
教
育
委

員
会
教
育
委
員
に
就
任
さ
れ
、
永
き
に
亘
り
本
町
の
学
校
教
育
等
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

栄
え
あ
る
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
氏
の
受
賞
を
称
え
る
と
と
も
に
、

今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

安　

田　
　
　

茂　

氏

瑞宝双光章受章

在宅介護功労者
県知事表彰

　

台
風
十
二
号
で
中
止
と
な
っ
た

第
四
十
二
回
徳
島
県
敬
老
県
民
の

つ
ど
い
の
表
彰
伝
達
式
が
、
九
月

五
日
︵
月
︶板
東
氏
の
ご
自
宅
で
知

事
の
代
理
の
方
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

氏
は
お
母
様
が
病
で
倒
れ
寝
た
き
り
と
な
っ
て
か
ら
四
年
以

上
の
間
つ
き
っ
き
り
で
献
身
的
に
在
宅
介
護
を
続
け
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
板
東
氏
の
表
彰
を
称
え
る
と
と

も
に
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

板　

東　

由　

美　

氏

平
成
二
十
三
年
度

戦
没
者
追
悼
式

平
成
二
十
三
年
度

戦
没
者
追
悼
式



第１７１号 平成２３年１０月１日　（8）

　

毎
年
恒
例
の
平
成
二
十
三
年
度
町

内
親
睦
軟
式
野
球
大
会
が
、
八
月
十

四
日
︵
日
︶、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
々
し
い
青
空
の
下
、
二
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

上
板
野
球
ク
ラ
ブ
が
見
事
優
勝
の
栄

冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優　

勝　

上
板
野
球
ク
ラ
ブ

◇
準
優
勝　

ア
ー
バ
ン
ス
タ
ー
ズ

　

平
成
二
十
三
年
度
町
内
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
去
る
七
月
二

十
四
日︵
日
︶に
東
光
小
学
校　

体
育

館
に
お
い
て
、
町
内
四
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
開
催
さ
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
攻
守
の
バ
ラ
ン
ス
に

優
れ
た
﹁
上
板
ク
ラ
ブ
﹂
が
、
安
定

し
た
試
合
運
び
で
、
見
事
優
勝
を
し

ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優　

勝　

上
板
ク
ラ
ブ

◇
準
優
勝　

オ
リ
ー
ブ

◇
第
三
位　

高
志
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

体
育
行
事
の
ご
案
内

▽
十
月
開
催
予
定

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　

秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

板
野
郡
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽
十
一
月
開
催
予
定

　

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

　

板
野
郡
町
対
抗
駅
伝
大
会

︵
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。︶

　
　

上
板
町
教
育
委
員
会

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
９
４−

６
８
１
４

　

親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
六

月
二
十
一
日︵
火
︶に
わ
か
ば
パ
ー
ク

ド
ー
ム
に
お
い
て
、
六
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
眼
差

し
で
プ
レ
ー
し
な
が
ら
、
健
康
的
な

汗
を
流
し
、
親
睦
を
一
層
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優　

勝　

椎　

本
チ
ー
ム

◇
準
優
勝　

瀬　

部
チ
ー
ム

◇
第
三
位　

神
宮
寺
チ
ー
ム

　

去
る
七
月
十
七
日︵
日
︶上
板
町

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
、
板
野
郡
町
対

抗
軟
式
野
球
大
会
に
お
い
て
、
上
板

町
体
育
協
会
チ
ー
ム
が
優
勝
の
栄
冠

に
輝
き
ま
し
た
。

　

藍
住
町
と
の
決
勝
戦
は
投
手
戦
と

な
り
、
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
ず
先
取
し
た
上

板
町
が
二
年
連
続
の

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
尾
澤
監

督
を
中
心
に
選
手
全

員
が
一
丸
と
な
り
日

頃
の
練
習
の
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
た

結
果
で
あ
り
ま
す
。

　

上
板
町
体
育
協
会
チ
ー
ム
の
栄
冠

を
称
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　板野町　０００００　０　　　　藍住町　００００００　０
　　　上板町　０５１５×　１１　　　　上板町　００００１３　４
初戦 決勝戦

　ハンセン病は1873（M6）年にノルウェーのアルマウェル・ハンセン
によって発見された「らい菌」による感染症です。非常に感染力が弱く、
1943（S18）年に「プロミン」の効果が確認されたことにより、完治する
病気であり、現在ではほとんど発症することはありません。
　しかし、1907（M40）年に制定された「癩予防ニ関スル件」により、患
者の「強制隔離」などが行われ、各県においても「無らい県運動」などを
積極的に進めたことにより、「怖い病気」という誤っ
た認識が広まりました。
　その後法律名は数度変わりましたが、1996（H8）
年に、差別的な法律は廃止されたものの差別意識は
残り、2003（H15）年には黒川温泉で元患者の宿泊
を拒否する事件が起こり、世論を巻き起こしました。
ホテル側は謝罪したものの、ホームページなどには「宿泊拒否は当然」
と掲載するなど反省の色はなく、ハンセン病のもと患者や団体などの
抗議、行政による再三の指導が行われ「和解」しますが、後には廃業とな
りました。
　こういったあやまちを起こさないためには、「正しく知る」というこ
とが大切です。上板町では、様々な人権講演会や研修会を開催していま
すので、是非参加して正しい知識を広めていただきたいと思います。

プロミン

町

内

親

睦

軟

式

野

球

大

会

第
三
十
一
回
上
板
町
親
睦

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

町

内

女

子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

上
板
町
体
育
協
会
野
球
チ
ー
ム

板
野
郡
町
対
抗
軟
式
野
球
大
会

優
勝
優
勝



第１７１号（9）　平成２３年１０月１日

　

去
る
、
八
月
十
日︵
水
︶、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
﹃
防
ご
う
！

少
年
非
行
﹄
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
・
上
板
町
推
進
大
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
町
民
あ
げ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
む

気
運
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
町
民
各
層
の
非
行
防
止
に
対
す

る
理
解
と
認
識
を
深
め
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
非
行
防
止
と

健
全
育
成
を
図
る
目
的
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
納
田
町
長
の
力
強
い
挨
拶
の
後
、
上
板
中
学
校

校
内
非
行
防
止
作
文
優
秀
者
三
名
︵
最
優
秀
賞　

三
年　 
河  
野  
真 

か
わ 

の 

ま

 
由 
さ
ん
、
優
秀
賞　

三
年　 
梶  
河  
省  
吾 
く
ん
、
優
秀
賞　

一
年　 
壽 

ゆ 

か
じ 
か
わ 
せ
い 

ご 

す

 
見  
太  
佑 
く
ん
︶
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

み 

た
い 
す
け

　

そ
し
て
、
最
優
秀
賞
の
河
野
真
由
さ
ん
が
﹁﹁
言
葉
﹂
は
人
を

つ
な
ぎ
、﹁
絆
﹂
を
深
め
る
﹂
と
題
し
た
作
文
を
発
表
し
、
参
加

者
よ
り
盛
大
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、稲
井
教
育
委
員
長
よ
り﹁
大
会
宣
言
﹂が
朗
読
さ
れ
、青

少
年
が
豊
か
で
た
く
ま
し
く
育
つ
よ
う
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て

非
行
防
止
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
﹁
育
て
上
げ
﹂
ネ
ッ
ト　

理

事
・
事
務
局
長　

石
山
義
典　

氏
﹁
子
ど
も
・
若
者
支
援
に
お
け
る

ユ
ー
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
﹂
と
題
し
た
基
調
講
演
が
あ
り
、

石
山
さ
ん
の
実
体
験
を
通
し

た
貴
重
な
お
話
に
、
参
加
者

一
同
最
後
ま
で
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　
﹃﹃
防
ご
う
！
少
年
非
行

防
ご
う
！
少
年
非
行
﹄﹄

上
板
町
推
進
大
会　



第１７１号 平成２３年１０月１日　（10）

　

ぼ
く
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
美
郷
に
住
ん
で
い
ま
す
。
美
郷

は
、
本
当
に
緑
も
多
く
、
大
自
然
が

い
っ
ぱ
い
広
が
っ
て
い
て
大
好
き
な

と
こ
ろ
で
す
。
六
月
に
は
、
ホ
タ
ル

も
い
っ
ぱ
い
飛
ん
で
い
て
夏
は
、
川

遊
び
も
楽
し
め
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
い
つ
も
休
み
の
日
に
は

美
郷
へ
行
き
、
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
い
ろ
ん
な
事
を
教
え
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、じ
い
ち
ゃ

ん
に
は
、
山
で
竹
を
と
っ
て
き
て
竹

馬
を
作
っ
て
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

乗
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て

ど
ん
な
に
難
し
い
も
の
か
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。
他
に
は
、
竹
と
ん
ぼ
や

竹
の
鉄
ぽ
う
を
作
っ
て
も
ら
い
、
い

ろ
い
ろ
な
遊
び
が
で
き
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
ぼ
く
の
知
ら
な
い
事
を

い
っ
ぱ
い
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
畑
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
畑
に
は
、
い
つ
も
い
っ
ぱ
い
の

野
菜
を
作
っ
て
い
て
、
ぼ
く
に
い
つ

も
持
た
せ
て
く
れ
ま
す
。
夏
に
は
朝

夕
、
水
や
り
を
か
か
さ
ず
し
て
い
て
、

ネ
ギ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
は
土
を
よ
せ

て
成
長
を
よ
く
し
て
や
る
そ
う
で
す
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
自
慢
の
野
菜
が
ぼ
く

は
大
好
き
で
す
。

　

ぼ
く
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
田
舎
で
住
ん
で
い
ま
す
が
、
田

舎
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
い
っ
ぱ

い
教
え
て
く
れ
ま
す
。
二
人
の
い
き

い
き
し
た
生
活
を
見
て
い
る
と
、
ぼ

く
ま
で
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
じ

い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん

神
宅
小
学
校　

五
年　
　
　

西　

口　
　
　

響　

　

ぼ
く
に
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
三
人
い
ま
す
。
今
年
、
そ
の
大
好
き
な
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
に
鹿
児
島
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
車
で
長
い
時
間
か
か
っ

て
着
く
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

笑
顔
で
む
か
え
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
は
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
姉
夫
婦
な
の
で
す
が
、
ぼ
く
に
と
っ

て
は
、
実
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
同
じ
く
ら
い
大
切

な
存
在
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
色
々

な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
よ
り
二
人
の

こ
と
が
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
七
十
八
才
で
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
の
こ
と
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
小
学
校
に
行
っ
て
い
る
こ
ろ
か
ら
、

ほ
と
ん
ど
学
校
に
行
け
ず
、
弟
の
め
ん
ど
う
や
近

所
の
草
む
し
り
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
あ
ま
り

に
行
き
た
く
て
、
学
校
で
み
ん
な
と
勉
強
し
て
い

る
夢
を
見
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
十
七
才
で

大
阪
に
行
き
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
出
会
う
ま
で
一

生
け
ん
命
働
い
た
そ
う
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
の
二
月
で
八
十
二
才

に
な
り
ま
し
た
。
十
五
才
で
満
州
に
行
き
、
戦
争

を
経
験
し
た
そ
う
で
す
。
戦
争
で
は
、
け
が
も
な

く
無
事
で
し
た
が
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
な
か
な

か
日
本
に
帰
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

や
っ
と
二
年
た
っ
て
、
千
円
だ
け
も
ら
っ
て
船
や

汽
車
を
乗
り
つ
ぎ
日
本
に
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
結
こ
ん
し
て
、
二
人
で
一
生
け

ん
命
働
い
た
そ
う
で
す
。
幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
が
、
バ
イ
ク
の
事
故
で
け
が
を
し
た
り
、

と
う
に
ょ
う
病
に
な
っ
た
り
し
て
苦
し
ん
だ
そ
う

で
す
。
今
も
、
病
気
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
夫
婦

で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
食
事

に
気
を
使
い
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
努
力
し
適
度
な

運
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

四
年
前
の
台
風
で
水
害
に
あ
い
、
ひ
ど
い
目
に

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
家
具
も
た
た
み
も
す
べ
て
使

え
な
く
な
り
、
買
い
な
お
し
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

か
ら
も
、
何
度
か
台
風
が
く
る
と
避
難
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

台
風
が
く
る
た
び
、
ぼ
く
た
ち
家
族
も
心
配
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
、

大
変
な
思
い
を
し
て
き
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
だ
け
ど
、
何
事
に
も
負
け
ず
が
ん
ば
っ

て
き
ま
し
た
。
い
つ
も
前
向
き
で
、
努
力
し
て
い

る
二
人
は
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。
今
ま
で
も
、
大

好
き
な
や
さ
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
し
た
が
、
今
回
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
聞
い
て
、

二
人
の
こ
と
を
尊
敬
し
、
自
ま
ん
し
た
く
な
り
ま

し
た
。
苦
し
い
時
こ
そ
が
ん
ば
る
な
ん
て
す
ご
い

と
思
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て

ほ
し
い
で
す
。
ぼ
く
が
運
転
め
ん
許
を
取
っ
た
ら
、

一
番
に
二
人
の
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
で
す
。
今
回

の
よ
う
に
、
笑
顔
で
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

自
ま
ん
の
祖
父
母

東
光
小
学
校　

六
年　
　
　

高　

橋　

大　

輝　
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私
は
去
年
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
住
み
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
、
一
か
月
に
一
回
ぐ
ら
い
会
い
に
来
る
だ

け
で
し
た
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
私
た
ち
が
来
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
帰
る
と
き
、
車
が
見
え
な
く
な

る
ま
で
、
手
を
振
っ
て
見
送
っ
て
く
れ
て
い
た

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
姿
は
、
今
で

も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
住
み
始
め
て
、
と
ま
ど
う
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
一
年
間
一
緒
に
過
ご

し
て
み
る
と
楽
し
い
こ
と
や
う
れ
し
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
、自
分
で
か
ぎ
を
開
け
て
家
に
入
り
、家

族
が
帰
っ
て
く
る
の
を
夕
方
ま
で
一
人
で
待
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
今
は
家
に
帰
る
と
必
ず

﹁
お
か
え
り
。﹂

と
言
っ
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の
声
を
聞

く
と
本
当
に
ほ
っ
と
し
て
心
が
ぱ
っ
と
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。
一
緒
に
住
ん
で
い
る
こ
と
で
、

病
気
に
な
っ
て
も
、
い
つ
で
も
家
に
い
て
く
れ

る
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
緒
に
住
ん
で
か
ら
、
今
ま
で
以
上

に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を

よ
く
知
っ
て
さ
ら
に
、
家
族
の
絆
が
深
ま
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
草

を
ぬ
い
た
り
松
を
切
っ
た
り
庭
の
手
入
れ
を
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
時
の
話
や
戦
争

の
時
の
話
な
ど
も
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
暑
く
て
も
畑
に
行
っ
て
草
を
取
っ
た

り
水
を
や
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。今
年
は
、私
も

ト
マ
ト
を
一
緒
に
植
え
て
育
て
て
い
ま
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
畑
で
と
れ
た
野
菜
を
使
っ
て
料

理
を
し
て
く
れ
ま
す
が
、
お
店
で
売
っ
て
い
る

野
菜
で
は
出
せ
な
い
よ
う
な
味
で
す
ご
く
お
い

し
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
今
ま
で
は
た
ま
に
し

か
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
手
料
理
を
い
つ
で
も
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

　

し
か
し
、
一
緒
に
住
ん
で
い
る
と
考
え
て
い

る
こ
と
が
ち
が
っ
た
り
、
思
っ
て
い
る
こ
と
が

う
ま
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
私
は
、
一
方
的
に
き
つ
く

言
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち

を
考
え
る
と
、
と
て
も
自
分
が
悪
い
こ
と
を
し

た
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
が
、
素
直
に
謝

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
も
、

今
度
か
ら
は
、
い
や
な
思
い
を
さ
せ
な
い
よ
う

に
素
直
に
謝
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
私
が
元

気
で
い
る
こ
と
を
何
よ
り
も
願
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
で
優
勝
し
た
と

き
も
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
い
つ
も
私
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
る
お
じ

い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
大
好
き
な
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
い
つ
ま
で
も
長
生
き

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私

が
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
安
心
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん

　
　
　
　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
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ぼ
く
に
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
み
ん
な
ぼ
く
の
こ

と
を
と
て
も
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

家
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
手
先
が
器
用
で
、

ぼ
く
が
ズ
ボ
ン
を
破
っ
て
も
、
と
て
も

き
れ
い
に
直
し
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
が

小
さ
い
と
き
は
、
お
父
さ
ん
が
着
な
く

な
っ
た
服
で
ズ
ボ
ン
を
よ
く
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の
ズ
ボ
ン
が
あ

り
、
弟
が
大
切
に
は
い
て
い
ま
す
。
服

が
ズ
ボ
ン
に
な
る
な
ん
て
す
ご
い
な
あ

と
思
い
ま
す
。

　

家
の
じ
い
ち
ゃ
ん
は
野
菜
作
り
が
好

き
で
、
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
作
っ
て
い

ま
す
。
ぼ
く
も
時
々
畑
仕
事
を
手
伝
い

ま
す
。
こ
の
前
は
一
緒
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
掘
っ
た
り
、
草
を
抜
い
た
り
、
水
を

や
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
一
日
手

伝
っ
た
だ
け
で
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
じ
い
ち
ゃ
ん
は

毎
日
し
て
い
る
の
で
す
ご
い
と
思
い
ま

す
。
無
農
薬
で
お
い
し
い
野
菜
を
ぼ
く

た
ち
の
た
め
に
作
っ
て
く
れ
る
の
で
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

鳴
門
に
は
、
二
人
の
じ
い
ち
ゃ
ん
が

い
ま
す
。
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ひ
い
じ
い

ち
ゃ
ん
で
す
。
ぼ
く
が
、

﹁
じ
い
ち
ゃ
ん
。﹂

と
呼
ぶ
と
、
二
人
が
返
事
を
し
ま
す
。

や
や
こ
し
い
の
で
、
ぼ
く
は
二
人
が

使
っ
て
い
る
乗
り
物
で
区
別
を
し
て
呼

ん
で
い
ま
す
。
じ
い
ち
ゃ
ん
は
車
に

乗
っ
て
い
る
の
で﹁
車
の
じ
い
ち
ゃ
ん
﹂、

ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
は
バ
イ
ク
に
乗
っ
て

い
る
の
で
﹁
バ
イ
ク
の
じ
い
ち
ゃ
ん
﹂

で
す
。

　

﹁
車
の
じ
い
ち
ゃ
ん
﹂
は
、
ぼ
く
を
い

ろ
い
ろ
な
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま

す
。
県
外
で
も
、
行
っ
た
こ
と
が
な
い

所
で
も
、
カ
ー
ナ
ビ
を
使
っ
て
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
も
大
き
く

な
っ
た
ら
車
の
免
許
を
取
っ
て
、
い
つ

か
ぼ
く
が
﹁
車
の
じ
い
ち
ゃ
ん
﹂
を
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
あ

げ
た
い
で
す
。

　

﹁
バ
イ
ク
の
じ
い
ち
ゃ
ん
﹂
は
、
と
て

も
野
球
が
上
手
で
す
。
じ
い
ち
ゃ
ん
の

家
に
行
く
と
、
一
緒
に
野
球
を
し
て
く

れ
た
り
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
く
れ
た
り

し
ま
す
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
は
鳴
門
に
行

く
の
を
と
っ
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　

ぼ
く
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
や
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
大
好
き
で
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気

で
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
長
生

き
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
、
ぼ
く
た
ち
に
楽
し
い
こ
と
を
い
っ

ぱ
い
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

　
　
　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

松
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小
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吉　

川　

稜　

人　



第１７１号 平成２３年１０月１日　（12）

※常に水道メーターを見て、使用水量を把握してください。
　宅内漏水の早期発見になります。
※漏水が見つかったときは、個人負担でお近くの水道工事店等
　に依頼して修理してください。

次のようにしていただきますと水漏れがわかります。

1

2

3

まず、家中の蛇口を全て閉めま

しょう。

次にメーターボックスのフタを

開けてメーター器を見ます。銀

色か赤色の星のような形のもの

（パイロット）を確認しましょう。

もしパイロットが回っていたら、

宅内のどこかで漏水している可

能性があります。

宅内漏水の見つけ方

1 2 3

パイロット

転入・転出等で水道を休止・廃止・撤去する

場合は、申請手続きが必要です！

●　お問い合わせ先　●

上板町役場　水道課　TEL 088−694−6817

宅内漏水にご注意ください。

※メーターボックスの上には物を置かないようにしてください。

　すべての浄化槽には、定期的な保守点検及び清掃

とは別に年１回の法定検査（法第 11 条定期検査）を

受けることが義務づけられています。

　この法定検査は、放流水質が悪くなって身近な生

活環境の悪化等につながることがないように、浄化

槽の日常の維持管理が適正に行われているかどうか、

浄化槽の機能が正常に働いているかなどを判断する

ために行う検査です。

　飼い犬は法律により、生涯１回の登録と年１回の狂犬病予防

注射が義務づけられています。本年度も５月に実施しましたが、

まだ注射を受けていない犬は、次のとおり実施し

ますので受けてください。

　当日は大変混み合います。前もって登録していただき、円滑に

注射が出来ますようご協力ください。また、犬が死亡したときは、

死亡届を出してください。

　動物病院では、登録も注射も出来ます。前記日程で都合の悪い

方は、動物病院で受けてください。

　詳しくは、上板町役場環境保全課までお問い合わせください。

※日程表は飼い主様宛に送付いたします。

※新しく飼い始めた方は、日程表を支部回覧い

　たしますので、都合の良い場所で受けさせてください。

　児童虐待とは、親（または保護者）によって子ど

もに加えられた行為（不行為）で、子どもの心身を

傷つけ、健やかな成長・発達を損なう行為（不行為）

です。

　虐待を疑った時、虐待を発見した時は、その状況、

子ども・家庭との日常の関わりに中で気づいたこと

などを、まず上板町役場福祉保健課窓口、子ども女

性相談センターに通告してください。

子ども女性相談センター　TEL 088−622−2205

上板町役場　福祉保健課　TEL 088−694−6810

上板町国民健康保険主催上板町国民健康保険主催

　上板町では、町民の健康の保持増進と国民健康保険

事業の円滑な運営を図るために毎年実施しています。

　里山の紅葉と野鳥のさえずりを楽しんでいただける

上板らしさあふれるコースになっています。ご家族や

お友達と一緒に自然の姿とすがすがしい空気にふれ、

心身ともに元気になってください。

浄化槽法定検査についてのお問い合わせは

徳島県環境技術センター　TEL 088−636−1234

浄化槽を適正に維持管理をしましょう

保守点検

（点検・調整・修理）

年４回程度

法第11条検査

（水質検査）

年１回

清掃

（汚泥の引き抜き）

年１回

行動・情緒・生活

形成への影響

知的・認知的

発達への影響
身体的影響

■注射手数料　3,000円 ■新規登録手数料　3,000円

10月21日（金曜日）実施日

上板町役場　環境保全課　TEL 6 9 4 − 6 8 1 3

虐待が与える子どもへの影響とは・・・虐待が与える子どもへの影響とは・・・

第20回歩け歩け大会開催のお知らせ第20回歩け歩け大会開催のお知らせ

上板町役場　税務課　TEL 6 9 4 − 6 8 0 7
お問い合わせは

❶　日　　時　平成23年11月20日（日）午前８時

❷　集合場所　上板町泉谷　技の館駐車場

❸　コ　ー　ス　技の館→和泉寺→アーチダム→
　　　　　　　泉谷川上流（空谷合流点附近）→

　　　　　　　技の館（約７㎞）

❹　申し込み締め切り
　　　　　　　平成23年11月16日（水曜日）



第１７１号（13）　平成２３年１０月１日

平成２３年９月６日から、上板町人権センターを上板町文化
センターと変更しました。施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設名名名名名名名名名名名名称称称称称称称称称称称称変変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更更ののののののののののののおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知ららららららららららららせせせせせせせせせせせせ施設名称変更のお知らせ

　１０月１７日（月）から２３日（日）までは、「行政相談

週間」です。

　行政相談週間は、行政相談制度を広く国民の皆様

にお知らせして利用していただくために、総務省が、

全国一斉に実施しているものです。

　上板町では、この行政相談週間中に行政相談委員

が、徳島行政評価事務所の支援のもと、次のとおり

行政相談所を開設します。

　役所の仕事について、苦情がある、困っている、

こうして欲しい、役所の説明や措置に納得がいかな

い、どこに相談してよいか分からない、制度や仕組み

が分からないなど、お気軽にご相談ください。

　相談は無料で、秘密は固く守られます。

　◇日　時／１０月１９日（水）

　　　　　　午後１時３０分から午後４時まで

　◇場　所／上板町老人福祉センター

　◇担当行政相談委員／清水　容治　さん

　　　　　　　　　　　多田　博之　さん

　平成２３年秋に毎年、全国的に実施される行政書士制度広報イベン

トの一環として、徳島県行政書士会徳島北部支部による「行政書士

無料相談会」が下記の要領で実施されますので、お知らせします。

記

１．日　　時　平成２３年１０月２４日（月）　午後２時から午後５時まで

２．場　　所　上板町中央公民館・第１会議室（役場２階）

３．相談事項　官公署に提出する書類のこと、権利義務や事実証明

に関する書類のこと

　具体的には

　　①　環境ビジネスの立ち上げ等、各種起業・創業支援。

　　②　外国人の雇用、就労に関する入管法関係。

　　③　農地の譲渡、若しくは転用等、農地に関すること。

　　④　遺産分割協議書作成等、各種協議書、示談書等の作成。

　　⑤　内容証明、各種契約書、各種法人の設立サポート。

　　⑥　成年後見制度利用に関すること、高齢者、障がい者支援。

　　⑦　交通事故自賠責保険金請求等、交通運輸関係。

４．相談受理者　徳島県行政書士会徳島北部支部会員

５．備　　　考　連絡先　多田：090 − 7621 − 8813

あなたの声をお聴きします

−秋の行政相談週間−
行政書士無料相談会の実施についてお知らせ



第１７１号 平成２３年１０月１日　（14）

＊＊＊＊＊＊　介介 護 保 険 か ら の お 知 ら せ護 保 険 か ら の お 知 ら せ　＊＊＊＊＊＊

　税関では、お預かりしている次の通貨・証

券などをお返ししております。

◎終戦後、外地から引き揚げてこられた方で、

上陸港の税関・海運局に預けられた通貨・

証券など

◎外地の集結地において、領事館などに預け

られた証券などのうち、日本に送還された

もの

　返還の申し出は、ご本人ばかりでなく、ご

家族の方でも結構です。

　お心当たりの方は、最寄りの税関へお問い

合わせください。

お問い合わせ◆

徳島県小松島市小松島町字外開１−１１

小松島みなと合同庁舎

小松島税関支所　℡０８８５−３２−０３２６

国の制度だから安心・確実

●新規加入者や掛金月額を増加する場合、掛

金の一部を国が助成します。

●掛金は全額非課税で、手数料もかかりません。

外部積立型だから管理が簡単！

●従業員ごとの納付状況や退職金試算額を事

業主にお知らせします。

●退職金は、中退共から直接従業員へ支払わ

れます。

◎パートさんもご加入いただけます。

お気軽にお問い合わせください

お問い合わせ◆（独）勤労者退職金共済機構

中小企業退職金共済事業本部

℡０３−３４３６−０１５１

終戦当時の引揚者の方々へ
−通貨・証券などをお返ししております−

お 知 ら せ

ご存じですか？「中退共の」退職金制度
なら、掛金に国の助成金が受けられます。

建設業退職金共済制度

　建設業退職金共済制度は、中小企業退職金

共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進

と建設業を営む中小企業の振興を目的として

設立された退職金制度です。

加入できる事業主◆建設業を営む方

対象となる労働者◆建設業の現場で働く人

掛金◆日額３１０円

　ホームページ「建退共」に、制度説明用動

画、Q ＆ A など建設業退職金共済制度の知り

たい情報が記載されています。ぜひ、ご覧く

ださい�

お問い合わせ◆もよりの建退共支部へ

℡０８８−６２２−３１１３

　国のがん対策の推進として「がん検診推進

事業」を実施しています。一定の年齢に達し

た女性に対し、子宮頸がん及び乳がん検診の

無料クーポンを配布しています。検診は２４年

３月３１日までとなっております。まだ、クー

ポン券を使われてない方はお早めに受診しま

しょう。

がん検診推進事業について

生　年　月　日年齢

平成　２　年４月２日〜平成　３　年４月１日２０歳

昭和６０年４月２日〜昭和６１年４月１日２５歳

昭和５５年４月２日〜昭和５６年４月１日３０歳

昭和５０年４月２日〜昭和５１年４月１日３５歳

昭和４５年４月２日〜昭和４６年４月１日４０歳

＜無料クーポン対象年齢＞

�子宮頸がん検診

生　年　月　日年齢

昭和４５年４月２日〜昭和４６年４月１日４０歳

昭和４０年４月２日〜昭和４１年４月１日４５歳

昭和３５年４月２日〜昭和３６年４月１日５０歳

昭和３０年４月２日〜昭和３１年４月１日５５歳

昭和２５年４月２日〜昭和２６年４月１日６０歳

�乳がん検診

※介護が必要となったとき、誰もが安心してサービスを利用できる様に保険料は忘れずに

納めましょう。

　介護保険は、「介護の問題」や「老後の不安」を解消するために、社会全体で支え合う制

度です。４０歳以上の人が被保険者となって保険料を納め、介護が必

要となったときに介護保険のサービスを利用できます。

　いつまでも、自分らしい毎日を過ごすためにサービスを上手に利

用してください。

お問い合わせ先
役場福祉保健課
℡ ６９４−６８１０

　介護保険は保険サービス費から自己負担分（１割）をのぞき、

残り９割を保険給付でまかないますが、保険給付分の半分を公

費（国県町の負担）で、残り半分を４０歳以上の保険料で負担します。

　４０歳以上６４歳までの人と６５歳以上の人の保険料の計算方法は別になります。

　４０歳から６４歳の人は加入している医療保険の保険料と一括して加入保険者へ納めます。

　６５歳の誕生月分からは個人ごとに町へ保険料を納めます。　

　最初の半年ぐらいは、納付書でお支払いしていただくようになります。その後、年金か

ら引ける人は、年金からの納付

がはじまります。（特別徴収）

　納付書が届いたら、お近くの

金融機関で納付してください。

普通徴収（納付書払い）の納期限

第５期第４期第３期第２期第１期納　期

２月２９日１月４日１０月３１日８月３１日６月３０日
平成２３年度
納 期 限

保険料について

　地域で暮らす高齢者のみなさんを介護、福祉、

健康等総合的に支えていくための拠点として上

板町地域包括支援センターがあります。介護予防サービス利用や

介護保険利用の仕方など、今すぐに介護保険を使う必要がない場

合でも、日常生活に関する相談など気軽に相談してください。

相談窓口 電　話
地域包括支援センター

℡６９４−５５９７
上板町老人福祉センター

℡６９４−６１５５

障害者職業訓練生の募集

平成２４年度訓練生（４月入校生）を募集し

ます。

募集対象者◆身体障害者

募集科目と募集店員◆

１年制　ＯＡシステム科　　　　２０名

　　　　グラフィックアート科　２０名

　　　　情報ビジネス科　　　　２０名

　　　　インテリアＣＡＤ　　　１５名

６ヵ月　オフィスワーク事務科　１５名

受付期間と選考日◆１年制・６ヵ月制

連絡先◆

〒６６４−０８４５　兵庫県伊丹市東有岡４丁目８

国立県営　兵庫障害者職業能力開発校

℡０７２−７８２−３２１０　Ԋ０７２−７８２−７０８１

選考日受付期間

１１月９日㈬１０月３日㈪〜１０月２５日㈫第１回

２月１日㈬１２月５日㈪〜１月１７日㈫第２回

自衛官（学生）受付案内

募集種目◆高等工科学校生

　資　　格／中卒（見込含）１７歳未満の男子

　受付案内／２３年１１月１日〜２４年１月６日

　試験期日／１次：２４年１月１４日

　　　　　　２次：２４年１月２８日〜３１日

　そ の 他／１試験会場

　　　　　　　松茂町の自衛隊基地

　　　　　　２学校について

　　　　　　　①試験費用は無料です

　　　　　　　②入学〜卒業まで学費不要

　　　　　　　③学生手当て等が支給されます

募集種目◆自衛官候補生（男子）

　資　　格／１８歳〜２７歳未満

　受付案内／年間を通じて行っております

　試験期日／受付時にご案内します

　試 験 場／（自衛官候補生について）

　　　　　　試験場：松茂町

※年齢は２４年４月１日現在

お問い合わせ◆鳴門地域事務所

℡６８５−５３０６

募　 　 集

男性のための料理教室受講生募集

　料理をしたことのない男

性・大歓迎�ヘルスメイトの

人たちと一緒に勉強しません

か？男性も自分の健康に気を

配り、元気に暮らしていくこ

とができるよう、自立支援と

生活習慣病予防のために一緒

に学びましょう。簡単な料理だから初心者で

も大丈夫。気軽にご参加ください！

とき◆平成２３年１０月２１日㈮

　　　９時３０分〜１３時

ところ◆上板町中央公民館

　　　　（役場２階試食室・調理室）

内容◆男性料理教室２０のレシピ

　　　テキストに基づき実施

料金◆テキスト＋材料費代　６００円

申込み◆平成２３年１０月１２日㈬までに

　　　　上板町役場　福祉保健課まで

　　　　℡６９４−６８１０

準備するもの◆エプロン・三角巾（バンダナも可）
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保健行事予定表　１０月〜１２月

②　個別接種
　「徳島県予防接種広域化」により、上板町内の医療機関に加えて、
町外にかかりつけ医がある方は、町外医療機関で予防接種を受ける
ことができます。
　予防接種の対象者には、個人通知をいたしますので、通知が届
いたら保護者の方は医師と相談をして接種計画を立てて受けま
しょう。
　定期：ＢＣＧ・百日咳ジフテリア破傷風混合・ジフテリア破傷

風混合・麻疹風疹混合（麻疹・風疹単独も可）・日本脳炎
　任意：ヒブ（Hib）・小児用肺炎球菌

＊麻しん風しん予防接種について＊
　麻しんは、麻しんウイルスの空気感染によって起こります。感
染力が強く発熱、せき、鼻汁、めやに、発疹を主症状とします。
主な合併症としては、気管支炎、肺炎、中耳炎、脳炎があります。
　風しんは、風しんウイルスの飛沫感染によって起こります。軽
い風邪症状で始まり、発疹、発熱、後頸部リンパ節腫脹などが主
症状です。合併症として関節痛、血小板減少性紫斑病、脳炎など
があります。また、妊婦が妊娠早期にかかると、先天性風しん症
候群とよばれる病気により心臓病、白内障、聴力障害などの障害
を持った児が生まれる可能性が高くなります。
　定期接種の該当者は、以下のとおりです。
　　第１期：１歳児
　　第２期：小学校入学前１年間の幼児
　　第３期：中学１年生に相当する年齢の者
　　第４期：高校３年生に相当する年齢の者
　確実に予防するためには、２回の予防接種が必要です。
　第３期、第４期はこれまで１回しか定期接種の機会がなかった世
代の方が対象になりました。保護者の方は、通知を受け取ったら、
なるべく早期に予防接種を受けさせるように努めてください。

＊日本脳炎予防接種について＊
　今年度は、通常の３歳・４歳のお子様に加えて、小学３年生・
小学４年生のお子様にも、日本脳炎の予防接種のご案内を行います。
小学３年生・４年生のお子様がいらっしゃる保護者の方は、母子
健康手帳を確認し、日本脳炎１期接種が不足している場合は接種を
受けましょう。
○日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事例があったことを
きっかけに、平成１７年度から平成２１年度まで、日本脳炎予防
接種の積極的な勧奨を差し控えておりました。その後、新たな
ワクチンが開発され、現在は日本脳炎の予防接種を通常とおり受
けられるようになっています。

○平成７年〜１７年度に生まれた方は、日本脳炎の予防接種が不十
分になっていることがあります。特に平成１３〜１７年度生まれ
のお子様は、１期接種が終わっていないことがあります。

　これらのお子様には、平成２３年度から順次接種のご案内を行い
ます。平成２３年度は、小学３年生・４年生のお子様にご案内を
行います。

○ご案内の対象となっていない場合でも、平成７年６月１日〜平成
１９年４月１日生まれで、１期・２期接種が終わっていないお子
様は、２０歳未満までの間、接種を受けることができます。

○２期接種は、１期接種を終えた９歳以上の方が対象となります。
２期接種の機会を逃した方への案内については未定ですが、希望
がある場合は９歳以上であれば定期接種を行うことができます。

お問い合わせ先　上板町役場福祉保健課（TEL ６９４−６８１０）

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　当内　　容場　　所時　　間月／日

保健師・理学療
法士

個別健康相談
農村環境改善
センター

１０：００〜
１１：３０

10/4

保健師個別健康相談
農村環境改善
センター

１０：００〜
１１：３０

１１/1

保健師・理学療
法士

個別健康相談
農村環境改善
センター

１０：００〜
１１：３０

12/6

＊特定健康診査を受けられる方は各保険者が発行している受診券
をご持参ください。

Ⅱ．健康診査（集団健診）

料　金対　　象内　　容場　　所時　間月／日

１,５００円４０歳以上
乳がん検診
（乳房Ｘ線撮影）

農村環境改
善センター

８：３０〜
１１：００

10/25
11/15

１,０００円
５００円
無　料
５００円

１,０００円

４０歳以上
４０歳以上
４０歳以上
４０歳以上
４０歳以上

胃がん検診
大腸がん検診
肺がん検診
喀痰検査
特定健康診査

農村環境改
善センター

８：３０〜
10：0０

12/1

料金対　　象内　　容場　　所時　間月／日

５００円
５０歳以上の
男性

前立腺がん
検診
（採血によ
る前立腺特
異 抗 原 検
査）

井内内科
井関クリニック
佐藤医院
友成医院
東）野田医院
西）野田医院

医院の
診療時間

8/1〜
12/27

Ⅳ．前立腺がん検診（町内医療機関）
　８月１日〜１２月２７日、町内医療機関において前立腺がん検診
を行います。

料金対　　象内　　容場　　所時　間月／日

８００円４０歳以上

肝炎ウイル
ス検診
（Ｂ型、Ｃ型
肝炎）

井内内科
井関クリニック
佐藤医院
友成医院
東）野田医院
西）野田医院

医院の
診療時間

8/1〜

12/27

Ⅲ．肝炎ウイルス検診（町内医療機関）
　８月１日〜１２月２７日、町内医療機関において肝炎ウイルス検
診を行います。対象は、４０歳以上の方で、今までに肝炎ウイルス
検診を受けたことがない方です。

③　３歳児健康診査

対 象 者内　　　容場　所時　間月／日

Ｈ２０年５月１日生〜
Ｈ２０年７月３１日

問診・身体計測・尿
検査・内科・歯科診
察・歯科相談・栄養・
育児・発達相談

農村環境改
善センター

１３：００〜
１３：３０

12/21

②　１歳６カ月児健康診査

対 象 者内　　　容場　所時　間月／日

Ｈ２２年３月１日生〜
Ｈ２２年５月３１日

問診・身体計測・内
科・歯科診察・聴力
検査・歯科・栄養・
育児・発達相談

農村環境改
善センター

１３：００〜
１３：３０

11/10

Ⅴ．乳幼児健康診査
①　乳児健康診査

対 象 者内　容場　所時　間月／日

Ｈ２２年１１月１２月生及び
Ｈ２３年５月６月生

問診・
身体計測・
内科診察・
育児相談

農村環境改
善センター

１３：１５〜
１４：１５

10/5

Ｈ２３年１月２月生及び
Ｈ２３年７月８月生

12/7

④　股関節脱臼検診

対 象 者内　　　容場　　所時　間月／日

Ｈ２３年７月１５日生〜
Ｈ２３年１０月１４日

股関節脱臼健診
ブックスタート

農村環境改善
センター

１０：３０〜
１１：００

12/14

Ⅳ．予防接種
①　集団接種

１）ポリオ

対 象 者内　容場　　　所時　間月／日

生後３月以上９０月の乳
幼児

ポリオ
農村環境改善
センター

１３：３０〜
１４：００

11/16
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ソーシャルクラブ上板（精神障害者の会
）・いちょう家族会ソーシャルクラブ上板（精神障害者の会
）・いちょう家族会

食 育 教 室葉牡丹の
種まきに汗を流す

ハ ボ タ ン

葉牡丹の
種まきに汗を流す

ハ ボ タ ン

葉牡丹の
種まきに汗を流す

ハ ボ タ ン

外灯の清掃と点検ボランティア外灯の清掃と点検ボランティア外灯の清掃と点検ボランティア

　7月18日（月）におやこの

食育教室がありました。15組40名の参加者があり、普段お手

伝いしない子どもたちも、ヘルスメイトの方達と楽しく食育

の勉強、調理実習を行うことができました。

　毎年、おやこの食育教室を行っておりますので、来年もぜ

ひ多くの方のご参加をお待ちしております。

鴨島電気工事協同組合員のみなさん

　8月20日、上板町及び吉野川市・阿波市の電気工事業者が加

盟する「鴨島電気工事協同組合」の「上板分会」に加盟する町内

5軒の電気店と「上板町防犯推進委員協議会」の会員が参加して、

神宅小学校の周辺通学

路に設置されている外

灯の清掃・点検がボラン

ティアで行われました。

　この活動は、8月の「電

気使用安全月間」行事の

一環として4年前から

継続して行われており、参加者は子どもたちや地域住民の防

犯に役立てればと、猛暑の中、外灯清掃や球交換を行いました。

　また、電気の安全使用を呼び掛けるリーフレットを配布し、

火災や感電事故防止を呼び掛けました。

　上板町ソーシャルク

ラブ上板（精神障害者

の会）は精神障害者の

社会復帰の1つとして葉牡丹を育てています。8月3日にメン

タルヘルスボランティアたんぽぽ（精神保健ボランティアグルー

プ）の会員といちょう家族会（精神障害者の親の会）の会員で

種まきをしました。「心の病」に悩む人達は地域の中で憩い、

働き、当たり前に生活できることを望んでいます。ストレス社

会といわれている時代、いつ誰が心を病むかもしれません。

　精神障害者へのご理解、ご協力、ご支援をお願いいたします。

宝くじの助成金で整備しました宝くじの助成金で整備しました宝くじの助成金で整備しました
　7月16日（土）夕刻より社会福
祉法人徳島県心身障害者福祉
会に八坂ボランティアグルー
プが協賛して「今年も元気にあ
おばの夏祭り」のタイトルのもとに納涼祭が実施されました。
暑中の蒸し暑い中、会場ではさまざまなイベントが盛り上が
りました。そして、八坂クラブは「たこ焼」販売を担当しました。
来場者の「おいしい」と言うお褒めのことばに励まされながら
クラブ員十九名はがんばりました。当日の売上金は東日本大
震災の義援金として寄贈しました。今回の大震災に八坂クラ
ブの活動が少しでも役立つことが出来ればうれしい限りです。

　平成23年8月31日（水）

に大韓民国金浦市から、緑

のカーテン効果や設置につ

いて学ぶため約30人の視

察団が来町しました。一行は、

徳島大学大学院田村准教授

による緑のカーテン効果の

講演を熱心に聞き積極的に

質問していたことから、緑

のカーテンに対する関心の

高さがうかがえました。また、

全国に先駆けて緑のカーテ

ンに取り組んだ当町は、海

外からも注目されているよ

うです。

田村准教授の講演

緑のカーテン見学

田村准教授の講演

緑のカーテン見学

　平成23年度の宝くじ社会

貢献広報事業によりこの度、

八坂クラブが「一般

コミュニティ助

成事業」の助成

を受け、餅つき

用具一式を整備

しました。

夏祭奉仕活動夏祭奉仕活動夏祭奉仕活動

八坂クラブの


